表2.3.1　情報システムの確保（その１）
	初動対応

	用途
	内　　容

	安否確認
	機材
	固定電話（一般、災害時優先）

ＦＡＸ

携帯電話（一般、災害時優先、衛星携帯、メール、災害時伝言サービス）

ＰＣ（安否確認システム　等）

無線通信機器（防災無線、衛星携帯電話）

電源設備（商用、非常用（燃料含む）、充電）

	
	書類等
	職員名簿・連絡先

	庁舎・施設の

安全点検
	機材
	なし（目視を原則とする）

	
	書類等
	被害・安全点検チェックリスト


	情報連絡

	用途
	内　　容

	被害状況の把握

組織内外の連絡
	機材
	固定電話（一般、災害時優先）

ＦＡＸ

携帯電話（一般、災害時優先、衛星携帯、メール）

無線通信機器（防災無線、防災行政無線）

電源設備（商用、非常用（燃料含む）、充電）

	
	書類等
	組織内外関係機関連絡先（関連部局、外部公共機関、ライフライン企業、占用企業、協定会社　等）

	広報
	機材
	無線通信機器（防災行政無線）

広報車（車両、燃料）

ＰＣ（インターネット通信：ホームページ、電子メール、ＳＮＳ）

電源設備（商用、非常用（燃料含む）、充電）

	
	書類等
	広報様式


	復旧対応

	用途
	内　　容

	復旧対応
	機材
	ＰＣ（下水道台帳システム運用）

サーバ（下水道施設台帳システム、バックアップ）

	
	書類等
	施設図面（下水道施設台帳、計画図　等）

地図帳

	受援対応
	受入施設・スペースの確保


1)緊急点検・調査・措置、応急復旧の各対応において必要な調査用具類は、４章各節を参照のこと。

表2.3.2　情報システムの確保（その２）
	留意点

	

	連絡途絶誘因

	
	

	停電の発生（固定電話（商用電源を使用しない機種を除く）、ＦＡＸ、ＰＣ）

	
	

	通信の輻輳

	

	機材・車両の手配

	

	機材の運用

	
	

	使用方法・手順

	
	

	様式



























